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一 

「
戦
争
柄
」 

 
展
示
「
戦
争
が
生
活
と
と
も
に
在
っ
た
時
代
」
で
は
、
布
媒
体
の
資
料
を
数
多
く

展
示
し
ま
し
た
。 

 

中
で
も
特
徴
的
だ
っ
た
資
料
は
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
柄
」
と
呼
ば
れ
る
端
布
で
す
。

左
の
【
写
真
１
】
は
、
篠
ヶ
谷
の
岩
松
寺
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
史
料
で
す
。
伝
来
の
事

情
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
様
々
な
ル
ー
ト
を
辿
っ
て
今
に
至
っ
た
史
料
の
た
め
、

伝
来
は
よ
く
分
か
ら
な
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

私
は
、
紙
と
違
っ
て
布
は
、
見
た
り
触
っ
た
り
し
て
素
材
が
分
か
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
見
た
と
こ
ろ
、
戦
時
期
の
資
源
不
足
の
中
で
作
ら
れ
た
ス
テ
ー
プ
ル
・

フ
ァ
イ
バ
ー
、
略
称
ス
・
フ
（
紙
の
繊
維
で
作
ら
れ
た
布
／
素
材
の
性
質
上
極
め
て

残
り
に
く
い
）
で
は
な
く
、
普
通
の
布
の
よ
う
で
す
。 

 

柄
は
、
縞
々
に
区
切
ら
れ
た
区
画
の
中
に
、
戦
艦
、
提
灯
、
戦
闘
機
、
海
軍
旗
と
い

っ
た
モ
チ
ー
フ
が
配
置
さ
れ
、
四
～
五
区
画
ず
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

布
の
状
態
が
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
全
体
を
広
げ
て
撮
影
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
柄
の
プ
リ
ン
ト
は
綺
麗
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
戦
争
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
模
様
は
「
戦
争
柄
」
と
呼
ば
れ
、
も
と
は
、
花

柳
界
や
そ
こ
に
通
う
よ
う
な
男
性
が
用
い
た
、「
面
白
柄
着
物
」
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

日
清
戦
争
の
頃
か
ら
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
頃
ま
で
見
ら
れ
ま
す
（1

）
。 

 

戦
争
柄
着
物
は
、
政
府
や
軍
か
ら
の
要
請
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

政
府
や
軍
は
、「
戦
争
モ
チ
ー
フ
を
そ
う
い
う
使
い
方
さ
れ
る
の
は
ち
ょ
っ
と…

…

」

と
、
否
定
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
（2

）
。 

 

戦
争
柄
は
、
明
治
期
か
ら
あ
る
吉
祥
柄
で
、
富
貴
長
生
、
男
児
誕
生
を
祈
る
模
様

で
す
。
男
子
に
と
っ
て
の
立
身
出
世
の
象
徴
で
あ
っ
た
城
や
軍
務
を
寿
ぐ
図
柄
で
し

た
（3

）
。
う
ち
は
や
ら
な
い
の
で
あ
ま
り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
せ
ん
が
、
言
う

な
れ
ば
、
端
午
の
節
句
の
と
き
に
兜
な
ど
を
飾
る
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？ 

西

日
本
に
多
い
風
習
だ
っ
た
よ
う
で
す
（4

）
。 

 

岩
松
寺
寄
贈
の
戦
争
柄
端
布
を
見
る
と
、
図
柄
は
か
な
り
丁
寧
に
、
綺
麗
な
絵
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
屈
曲
煙
突
が
特
徴
的
な
戦
艦
「
長
門
」
の
絵
が
あ
り
ま

す
【
写
真
２
】。
長
門
が
こ
の
姿
だ
っ
た
の
は
、

大
正
末
～
昭
和
は
じ
め
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
端
布
も
、
そ
の
頃
の
も
の
か
と
思
い
ま
す
。 

 

戦
争
柄
着
物
が
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
中
で

は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
頃
ま
で
し
か

作
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
背
景
に
は
、

物
資
不
足
な
ど
の
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

二 

物
資
不
足
と
衣
料
切
符 

 

時
は
日
中
戦
争
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

九
月
十
日
「
輸
出
入
品
等
に
関
す
る
臨
時
措
置

【写真１】〔戦争柄端布〕（部分） 

岩松寺寄贈資料 

【写真２】〔戦争柄端布〕長門拡大 
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に
関
す
る
件
」
公
布
。
こ
れ
以
後
、
被
服
材
料
・
製
品
に
は
様
々
な
制
限
が
か
け
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
（5

）
。 

 
こ
こ
で
、
綿
・
羊
毛
の
輸
入
制
限
に
よ
っ
て
材
料
・
製
品
に
様
々
な
制
限
が
か
け

ら
れ
る
こ
と
で
、
人
絹
（
パ
ル
プ
の
セ
ル
ロ
ー
ス
を
化
学
処
理
し
た
絹
の
代
用
繊
維
）

や
ス
テ
ー
プ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー
（
ス
・
フ
／
一
応
言
っ
て
お
く
と
、「
ス
・
フ
」
に
中

黒
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
良
い
）
と
い
っ
た
代
替
品
の
使
用
が
奨
励
さ
れ
ま
し
た
（6

）
。 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
二
月
二
十
七
日
商
工
省
令
第
三
十
五
号
「
綿
製
品

ス
テ
ー
プ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則
」
公
布
（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉
二
月

一
日
施
行
）
に
よ
り
、
綿
糸
を
製
造
す
る
場
合
は
、
輸
出
品
及
び
輸
出
品
の
原
料
ま

た
は
材
料
に
用
い
る
も
の
を
除
い
て
、
ス
フ
か
、
綿
・
毛
を
除
く
繊
維
を
、
重
量
割
合

で
三
割
以
上
混
用
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
（7

）
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
も
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
二
十
三
日
商
工
省
令
第
七
号

「
糸
配
給
統
制
規
則
」
公
布
（
同
年
二
月
一
日
施
行
）
に
よ
っ
て
、
ス
・
フ
及
び
人
絹

に
も
配
給
統
制
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
戦
争
の
長
期
化
と
戦
時
財

政
の
逼
迫
に
と
も
な
い
、
人
造
繊
維
の
原
料
で
あ
る
パ
ル
プ
の
輸
入
制
限
が
必
要
に

な
り
、
パ
ル
プ
が
入
手
困
難
に
。
結
果
ス
・
フ
や
人
絹
の
生
産
能
力
が
低
下
し
供
給

量
に
限
界
が
生
じ
た
、
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
し
た
（8

）
。 

 

こ
の
後
も
繊
維
関
係
は
色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
本
項
と
特
に
関
わ
っ
て
く
る
の
は
、

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
二
十
日
商
工
省
令
第
四
号
「
繊
維
製
品
配
給
消
費

統
制
規
則
」
公
布
（
同
日
施
行
）
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
繊
維
製
品
の
配
給
に
加
え

使
用
及
び
消
費
に
関
し
て
も
統
制
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
規
則
第
十
一
条

か
ら
第
三
十
四
条
で
は
、
衣
料
切
符
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
（9

）
。 

衣
料
切
符
は
、
衣
料
品
を
点
数
化
し
、
一
人
が
購
入
で
き
る
衣
料
品
の
総
量
を
定

め
た
も
の
で
す
。
商
工
大
臣
が
発
行
し
、
市
町
村
長
が
交
付
し
ま
し
た
。
甲
種
（
総
点

八
〇
点
）
と
乙
種
（
総
点
一
〇
〇
点
）
の
二
種
類
が
あ
り
、
市
政
施
行
地
及
び
六
大
都

市
に
隣
接
す
る
町
村
居
住
者
に
は
乙
種
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
居
住
者
に
は
甲
種
が
、

一
人
に
一
枚
ず
つ
交
付
さ
れ
ま
し
た
（1

0

）
。
た
だ
、
な
ん
と
も
け
ち
く
さ
い
こ
と
に
、

こ
の
衣
料
切
符
、
点
数
を
余
す
（
＝
使
わ
な
い
＝
衣
料
を
買
わ
な
い
）
こ
と
が
奨
励

さ
れ
て
い
ま
し
た
（1

1

）
。
物
資
が
な
い
の
で
仕
方
が
な
い
の
で
す
が
、
当
時
の
政
府
は
、

「
ま
ず
い
な
」
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
ん
な
時
代
背
景
の
中
で
、
戦
争
柄
着
物
も
姿
を
消
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
九
日
「
繊
維
製
品
配
給
消
費
統
制
規
則
」
改
正
に

よ
り
、
衣
料
切
符
点
数
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
（1

2

）
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
点
数
が
、
都
市
部
で
七
五
点
、
地
域
で
六
〇
点
に
な
り
ま
し
た
。
更

に
け
ち
く
さ
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

袋
井
市
歴
史
文
化
館
に
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）〔
昭
和
拾
八
年
度 

衣
料
切

符
（
乙
）〕
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
【
写
真
３
】。
裏
面
に
注
意
事
項
が
書
か
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

 

注
意
（
良
く
読
ん
で
下
さ
い
。） 

一
、
皆
さ
ん
は
衣
料
品
の
消
費
節
約
に
努
め
必
要
以
外
の
も
の
を
買
は
な
い
で

【写真３】〔昭和拾八年度 衣料切符（乙）〕 

（本書 227 号） 
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出
来
る
だ
け
点
数
を
余
す
様
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。
衣
料
切
符
の
總
点
数

に
相
当
す
る
だ
け
の
衣
料
品
は
確
保
し
て
あ
る
の
で
す
か
ら
買
溜
め
、
買

漁
り
な
ど
し
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。 

二
、
衣
料
品
を
買
ふ
時
は
切
符
か
ら
其
の
衣
料
品
に
付
て
定
め
ら
れ
た
点
数
だ

け
の
小
切
符
を
切
り
取
つ
て
も
ら
ひ
、
之
と
引
換
で
な
け
れ
ば
買
へ
ま
せ

ん
。 

三
、
晒
、
ネ
ル
、
タ
オ
ル
、
手
拭
、
靴
下
、
足
袋
、
綿
縫
糸
な
ど
を
買
ふ
時
に
は

小
切
符
の
外
に
制
限
小
切
符
が
要
り
ま
す
。
制
限
小
切
符
が
要
る
衣
料
品

は
制
限
小
切
符
に
書
い
て
あ
る
数
量
し
か
買
へ
ま
せ
ん
。 

四
、
特
別
に
配
給
さ
れ
る
国
民
学
校
児
童
服
、
中
等
学
校
生
徒
及
大
学
専
門
学

校
学
生
服
は
小
切
符
の
外
に
学
校
長
の
発
給
す
る
購
入
票
が
要
り
ま
す
。 

五
、
工
場
、
鉱
山
、
農
山
漁
村
向
等
と
し
て
特
別
に
配
給
さ
れ
る
労
働
作
業
衣

及
理
髪
店
、
病
院
、
旅
館
等
の
業
務
用
衣
料
品
は
別
に
業
務
用
衣
料
品
購

入
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
か
ら
衣
料
切
符
は
要
り
ま
せ
ん
。 

六
、
小
切
符
及
制
限
小
切
符
は
自
分
で
衣
料
切
符
衣
料
切
符
か
ら
切
り
離
す
と

無
効
に
な
り
ま
す
。 

七
、
小
切
符
は
す
べ
て
昭
和
二
十
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
有
効
で
す
。
其
の
中

昭
和
十
八
年
二
月
一
日
以
降
有
効
と
書
い
て
あ
る
六
十
点
分
の
小
切
符
は

直
ぐ
に
使
へ
ま
す
が
昭
和
十
八
年
八
月
一
日
以
降
有
効
と
書
い
て
あ
る
四

十
点
分
は
其
の
時
か
ら
で
な
け
れ
ば
使
へ
ま
せ
ん
。 

八
、
品
名
の
書
い
て
な
い
制
限
小
切
符
は
当
局
の
指
示
が
あ
る
ま
で
は
使
へ
ま

せ
ん
。 

九
、
衣
料
切
符
は
衣
料
品
を
販
売
す
る
商
店
で
あ
れ
ば
内
地
の
何
れ
の
商
店
で

も
通
用
し
ま
す
。 

十
、
衣
料
切
符
は
他
人
に
譲
渡
し
た
り
他
人
よ
り
譲
受
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

十
一
、
交
付
責
任
者
及
経
由
責
任
者
の
な
い
衣
料
切
符
は
無
効
で
す
。 

十
二
、
衣
料
切
符
は
紛
失
し
て
も
再
交
付
し
ま
せ
ん
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
下

さ
い
。 

十
三
、
次
の
人
々
は
特
に
衣
料
切
符
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
市
区
町
村

役
場
に
申
し
出
て
下
さ
い
。 

(イ) 

婚
約
の
整
つ
た
婦
人 

(ロ) 

妊
娠
五
ヶ
月
以
後
の
婦
人 

(ハ) 

火
災
、

盗
難
其
の
他
の
災
禍
に
依
り
衣
料
品
を
損
ひ
、
或
ひ
は
失
く
し
た
人 

(ニ) 

其
の
他
特
別
の
事
情
の
あ
る
人 

十
四
、
其
の
他
疑
問
の
点
は
最
寄
の
市
区
町
村
役
場
で
お
訊
ね
下
さ
い
。（1

3

） 

  

冒
頭
一
項
目
か
ら
「
皆
さ
ん
は
衣
料
品
の
消
費
節
約
に
努
め
必
要
以
外
の
も
の
を

買
は
な
い
で
出
来
る
だ
け
点
数
を
余
す
様
に
心
掛
け
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

な
ん
と
も
け
ち
く
さ
い
話
で
す
。
七
項
目
で
、
点
数
を
使
え
る
期
間
が
二
つ
に
分
け

ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
気
に
使
わ
れ
る
と
（
一
気
に
衣
料
を
購
入
さ
れ
る
と
）、
政
府

と
し
て
も
困
る
か
ら
で
す
。 

 

袋
井
市
歴
史
文
化
館
に
あ
る
衣
料
切
符
は
、
東
京
市
蒲
田
の
も
の
で
す
。
残
さ
れ

て
い
た
史
料
群
と
関
係
が
あ
る
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
な
の
で
、
ど
う
い
う
事
情
で
伝

来
し
た
か
は
不
明
で
す
。
小
原
解
子
・
柾
屋
洋
子
・
岡
澤
あ
や
こ
編
『
戦
争
と
く
ら
し

の
事
典
』（
株
式
会
社
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
〇
八
年
）
の
一
〇―

一
一
頁
に
は
、
衣
料
切

符
の
写
真
が
色
々
と
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
性
格
上
、
衣
料
切
符
は
、
未
使
用
の
も

の
は
中
々
お
目
に
か
か
れ
な
い
の
で
す
が
、
全
て
の
衣
料
切
符
が
全
く
同
じ
使
い
方

を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
様
々
な
写
真
を
見
て
い
る
と
、
全
体
像
が
な

ん
と
な
く
分
か
る
気
に
な
り
ま
す
。 

衣
料
切
符
使
用
の
実
例
と
し
て
は
、「
繊
維
製
品
配
給
消
費
統
制
規
則
」
改
正
前
の

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
頃
に
出
さ
れ
た
西
浅
羽
村
の
「
御
通
知
ノ
件
」
に
以

下
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

 

（
前
略
） 

一
、
五
月
十
日
ヨ
リ
五
月
末
日
迄 

浜
松
市 

鍛
冶
町 

棒
屋 

松
菱
ニ
於
テ
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化
粧
石
鹸
一
ヶ
（
十
銭
） 

御
菓
子
三
十
銭 

宛 

公
平
ニ
販
売
致
シ
マ
ス
。 

但
シ
買
求
メ
ノ
節
ハ
衣
料
切
符
（
甲
）
世
帯
主
ノ
分
ヲ
示
ス
ヿ
。 

（
後
略
）（1

4

） 

  

見
る
と
、
浜
松
市
鍛
冶
町
の
棒
屋
と
松
菱
で
の
販
売
で
す
が
、
そ
の
品
目
は
、「
化

粧
石
鹸
」
、「
御
菓
子
」
で
す
。
で
す
が
、
世
帯
主
の
「
衣
料
切
符
（
甲
）」
を
示
す
必

要
が
あ
っ
た
そ
う
な
の
で
、
衣
料
切
符
で
石
鹸
と
お
菓
子
も
買
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

ま
た
、
西
浅
羽
村
は
、
甲
切
符
だ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。 

 

三 

千
人
針
・
国
旗
へ
の
寄
せ
書
き 

  

昭
和
戦
時
期
の
布
製
品
と
い
う
と
、
千
人
針
や
国
旗
へ
の
寄
せ
書
き
を
思
い
浮
か

べ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
の
展
示
で
も
千
人
針
を
一
点
展
示
し
ま
し
た
。
腹
巻
き
の
千
人
針
で
長
さ
が

二
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
ま
す
。
市
内
松
原
の
も
の
（
全
体
像
は
口
絵
を
参
照
）
で
、
左

の
書
き
込
み
が
あ
り
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
も
の
と
分
か
り
ま
す
。 

 

千
人
針 

腹
巻 

馬
場
母
が
長
平
の 

為
作
て
下
さ
る 

多

謝 

昭
和
十
三
年 

長
平
（1

5

） 

  

千
人
針
は
、
日
中
戦
争
～
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
流
行
し
た
も
の
で
、
大
江

志
乃
夫
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
さ
ら
し
の
綿
布
を
腹
巻
き
用
に
し
、
赤
の
綿
糸
で
、
女

性
に
一
針
ず
つ
縫
っ
て
も
ら
い
、
千
人
の
女
性
に
よ
る
千
針
の
刺
子
を
出
征
兵
士
に

贈
り
、
「
弾
丸
よ
け
」
と
し
た
も
の
」（1

6

）

で
す
。 

 

松
原
の
千
人
針
に
は
、
虎
の
絵
が
書
か
れ
て
い
ま
す
【
写
真
４
】。
こ
れ
は
、
「
虎

は
千
里
を
行
っ
て
千
里
を
帰
る
」
と
い
う
言
葉
（
ど
う
や
ら
そ
う
し
た
故
事
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
俗
諺
の
類
の
よ
う
で
す
）
に
ち
な
ん
で
出
征
者
の
無
事
を
願
い
虎
の

刺
繍
を
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
信
仰
か
ら
、
寅
年
生
ま
れ
の
男
女
に
限
っ
て
、
一
針

あ
る
い
は
一
字
で
な
く
、
年
齢
の
数
の
針
を
刺
し
た
と
の
こ
と
で
す
（1

7

）
。
大
江
曰

く
「
だ
か
ら
、
寅
年
生
ま
れ
の
老
婆
は
珍
重
さ
れ
た
」（1

8

）

と
の
由
。 

 

松
原
の
千
人
針
は
、
中
に
虎
の
絵
の
下
書
き
が
入
っ
て
い
ま
し
た
【
写
真
５
】。

墨
書
の
虎
、
千
人
針
に
描
い
た
虎
。
か
わ
い
ら
し
い
虎
で
す
ね
。 

 

千
人
針
は
律
儀
に
千
針
丁
度
刺
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な

い
よ
う
で
、
千
人
針
の
実
物
を
数
多
く
調
べ
た
研
究
に
よ
る
と
、
千
針
丁
度
の
千
人

針
は
な
く
、
ど
の
千
人
針
も
、
千
針
よ
り
少
し
多
い
の
だ
そ
う
で
す
（1

9

）
。 

 

こ
の
研
究
を
し
た
岩
崎
茜
と
上
田
真
紀
の
結
論
は
「
或
い
は
、
戦
時
下
の
緊
張
状

態
に
あ
る
中
で
の
短
い
製
作
期
間
で
は
、
正
確
な
縫
玉
の
数
で
あ
る
こ
と
に
頓
着
せ

ず
、
千
を
超
え
て
い
れ
ば
良
し
と
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
」（2

0

）

と
の
こ
と
で
、
ま 

（
一
九
三
八
） 

【写真４】松原の千人針に描かれた虎 

【写真５】松原の千人針に入っていた虎の下絵 
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た
、
縫
い
目
の
特
徴
か
ら
、
一
人
が
複
数
針
縫

っ
た
と
み
ら
れ
る
箇
所
も
見
つ
か
っ
て
い
て
、

そ
の
縫
い
目
の
数
か
ら
、
干
支
と
も
関
係
な

く
縫
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
で

す
（2

1

）
。 

 

松
原
の
千
人
針
の
針
数
を
数
え
て
み
た
と

こ
ろ
、
針
は
二
箇
所
に
分
か
れ
て
刺
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
二
針
＋
二
一

二
針
の
計
一
〇
一
四
針
で
し
た
【
写
真
６
】
。

写
真
を
拡
大
し
て
、
ペ
ン
で
印
を
付
け
な
が

ら
「
い
ち
に
ー
さ
ん
し
ー
」
と
一
個
一
個
数
え

て
い
た
ら
、
隣
の
席
の
髙
塚
さ
ん
に
「
本
当
に

数
え
て
る
ん
で
す
か
」
と
笑
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
数
え
終
わ
っ
た
ら
「
よ
く
数
え
ま
し

た
ね
え
」
と
褒
め
て
も
ら
っ
た
の
で
、
良
し
と

し
ま
し
ょ
う
。 

 

千
人
針
に
は
、「
死
線
（
四
銭
）
を
越
え
て
」、

「
苦
戦
（
九
銭
）
を
越
え
て
」
と
い
う
語
呂
合

わ
せ
に
も
と
づ
く
縁
起
か
つ
ぎ
か
ら
五
銭
お

よ
び
十
銭
の
硬
貨
が
縫
い
付
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
（2

2

）
。
松
原
の
千
人
針
に
は
硬

貨
は
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
は
出
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
に
あ
る

千
人
針
に
は
、
硬
貨
が
縫
い
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

千
人
針
の
始
ま
り
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

日
清
戦
争
の
頃
に
は
あ
っ
た
、
と
い
う
証
言 

も
あ
る
も
の
の
、
そ
の
事
実
関
係
が
追
え
な
い
の
で
、
証
言
に
よ
る
と
日
清
戦
争
の

頃
か
ら
、
新
聞
の
記
事
な
ど
で
確
認
で
き
る
の
は
日
露
戦
争
の
頃
か
ら
、
と
い
う
理

解
が
一
般
的
で
す
（2

3

）
。 

 

日
露
戦
争
期
に
は
、
男
性
が
千
の
「
力
」
の
文
字
を
書
く
「
千
人
力
」
が
弾
丸
よ
け

の
お
ま
じ
な
い
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
行
政
当
局
に
よ
っ
て
「
淫
祠

迷
信
」、「
頑
迷
不
識
の
徒
」
の
所
業
、「
妄
誕
不
稽
の
事
」
と
決
め
つ
け
ら
れ
、
取
り

締
ま
り
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
（2

4

）
。 

一
方
で
、
高
越
大
権
現
に
対
す
る
「
弾
丸
よ
け
」
信
仰
は
、
敬
神
の
念
に
基
づ
く
も

の
と
し
て
行
政
当
局
に
よ
っ
て
む
し
ろ
称
揚
さ
れ
て
い
た
（2

5

）

そ
う
な
の
で
、
行
政

と
し
て
は
「
ち
ゃ
ん
と
し
た
神
様
は
良
い
け
ど
、
民
間
信
仰
は
怪
し
い
連
中
が
入
り

込
む
可
能
性
が
あ
る
か
ら…

…

」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

大
江
に
よ
る
と
、
千
人
力
や
高
越
大
権
現
の
弾
丸
よ
け
の
背
景
に
は
伝
承
に
基
づ

く
信
仰
が
あ
っ
た
（2

6

）

よ
う
で
、
全
国
的
に
も
、
千
本
幟
（
千
本
の
竹
串
に
紙
を
挟
ん

だ
も
の
）、
千
社
札
な
ど
の
信
仰
が
あ
り
、
大
江
は
「
千
」
と
い
う
数
字
に
信
仰
の
肝

が
あ
る
の
で
は
、
と
し
て
い
ま
す
（2

7

）
。 

渡
邉
一
弘
は
、「
千
人
結
び
」、「
千
人
忠
」、「
千
人
大
」
と
い
う
も
の
も
紹
介
し
て

い
ま
す
（2

8

）
。 

 

日
中
戦
争
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
千
人
針
が
流
行
っ
た
背
景
に
は
、
ラ
ジ

オ
の
力
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
大
串
潤
児
に
よ
る
と
、
日
中
戦
争
以
降
、
ラ
ジ
オ
で
「
銃

後
」
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
今
街
に
氾
濫
す
る
千
人
針
」
が
初
め
て
ラ
ジ
オ

の
電
波
に
乗
っ
た
の
が
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
二
十
五
日
。
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
「
ニ

ュ
ー
ス
演
芸
」
で
も
千
人
針
が
紹
介
さ
れ
、
千
人
針
が
流
行
し
た
、
と
い
い
ま
す
（2

9

）
。

本
書
「
ラ
ジ
オ
」
の
項
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
年
末
～
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
初
頃
に
は
、
千
人

針
を
求
め
て
辻
に
立
っ
て
い
た
女
性
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
証
言
も

あ
り
ま
す
（3

0

）
。 

 

松
原
の
千
人
針
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
も
の
な
の
で
、
こ
の
時
期
に
当

【写真６】松原の千人針（部分） 

向かって右側に 802 針、向かって左側に 212針の計 1014 針。 

両端の手形が特徴的だが、千人針の手形については先行研究が見当たらなかった。 
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た
り
ま
す
ね
。 

 
ち
な
み
に
、
こ
の
千
人
針
は
ど
の
く
ら
い
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
ん

な
野
暮
な
こ
と
を
調
べ
た
人
が
い
る
こ
と
自
体
が
驚
き
で
す
が
、
西
村
明
は
、
陸
軍

教
授
の
心
理
学
者
西
澤
頼
応
「
日
本
戦
史
に
現
は
れ
た
る
宗
教
体
験
」（『
宗
教
研
究
』

第
一
〇
六
号
、
一
九
四
〇
年
）
を
引
き
、
千
人
針
信
仰
は
か
な
り
強
い
が
、
信
じ
る
人

も
い
れ
ば
信
じ
な
い
人
も
い
る
、
千
人
針
に
対
す
る
信
仰
心
が
強
い
ほ
ど
、
紛
失
し

た
場
合
に
感
じ
る
心
的
不
安
は
大
き
い
、
と
い
う
結
果
を
紹
介
し
て
い
ま
す
（3

1

）
。 

 

千
人
針
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
十
五
日
付
け
「
静
聯
第
四
〇
三
号 

応
召
入
退
営
並
ニ
部
隊
ノ
派
遣
帰
還
等
ニ
際
シ
迎
送
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」
で
は
「
街

頭
ニ
於
ケ
ル
千
人
針
調
製
ハ
遠
慮
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」（3

2

）
と
さ
れ
、
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
防
諜
の
た
め
に
禁
止
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
本
書
「
兵
の
見
送
り
と
帰

還
」
の
項
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

国
旗
の
寄
せ
書
き
（【
写
真
７
】
、
本
書
六
三
四
頁
参
照
）
は
、
旗
に
人
々
が
寄
せ
書

き
を
し
て
出
征
す
る
人
に
持
た
せ
た
も
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
理
由

は
、
昭
和
十
六
年
（
一

九
四
一
）
一
月
十
六
日

の
上
浅
羽
村
「
生
活
新

体
制
実
践
要
項
」
に
は

「
入
営
応
召
兵
持
参

ノ
国
旗
ニ
ハ
寄
書
ヲ

為
サ
ザ
ル
コ
ト
（
国
旗

ノ
尊
厳
ヲ
傷
ク
ル
タ

メ
）
」（3

3

）

と
あ
り
【
写

真
８
】、
国
旗
に
人
々

が
名
前
を
び
っ
し
り

書
く
の
は
、
国
旗
の
尊

厳
を
傷
付
け
る
た
め
だ
、
と
さ
れ
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。 

 

四 

割
烹
着 

  

ま
た
、
同
史
料
「
生
活
新
体
制
実
践
要
項
」
に
は
「
幟
其
ノ
他―

―

幟
ハ
絶
対
ニ
立

タ
ザ
ル
コ
ト
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
が
あ
り
ま
す
【
写
真
８
】。
こ
う
し
た
も
の
は
防

諜
の
た
め
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
頃
か
ら
、
国
防
婦
人

会
は
、
送
り
旗
を
停
車
場
に
持
ち
込
む
こ
と
を
や
め
る
よ
う
、
村
に
申
し
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
に
よ
っ
て
送
り
旗
の
本
数
が
違
う
、
一
本
も

な
い
人
が
い
る
、
と
い
う
不
平
等
感
を
覆
い
隠
す
た
め
で
し
た
（3

4

）
。 

 

国
防
婦
人
会
は
、
軍
の
後
援
を
受
け
て
全
国
に
広
ま
っ
た
、
軍
事
援
護
を
目
的
と

す
る
女
性
の
団
体
で
す
。
本
書
「
婦
人
会
」
の
項
も
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
が
、
国
防
婦
人
会
は
、
白
い
エ
プ
ロ
ン
（
割
烹
着
）
に
襷
掛
け
、
と
い
う
特
徴
的

な
姿
で
、
お
茶
や
や
か
ん
を
持
っ
て
接
待
、
兵
営
や
陸
軍
病
院
で
の
洗
濯
奉
仕
、
防

空
演
習
時
の
炊
飯
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
（3

5

）
。 

 

こ
の
割
烹
着
に
襷
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
制
服
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
看
板
の
よ

う
に
、
一
目
見
て
国
防
婦
人
会
と
分
か
る
、
国
防
婦
人
会
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、

会
が
急
速
に
広
ま
る
一
助
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
皆
が
割
烹
着
と
い
う
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
を
身
に
纏
う
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
差
別
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
芸
妓
や
女
子
労
働

【写真７】〔松尾佐一郎国旗寄せ書き〕 

（大角恵子家文書２） 

 

【写真８】「生活新体制実践

要項」（本書 111 号／部分） 
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者
（
「
女
工
」
）
と
い
っ
た
人
た
ち
に
も
平
等
の
幻
想
を
与
え
た
こ
と
が
、
国
防
婦
人

会
の
拡
大
の
一
因
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
（3

6

）
。 

 
国
防
婦
人
会
は
、
軍
の
思
惑
も
あ
り
、
立
場
が
弱
い
人
た
ち
に
声
を
か
け
、
動
き

の
中
に
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
は
、「
平
等
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
時
と
し
て
、
服
装
な
ど
の
形
で
可
視
化
さ
れ

ま
し
た
。 

 

と
は
い
え
、
割
烹
着
に
は
、
便
利
だ
か
ら
広
ま
っ
た
、
と
い
う
面
が
あ
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
割
烹
着
は
明
治
末
に
赤
堀
割
烹
教
場
で
考
案
さ
れ
た
衣
服

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
着
物
の
裾
、
袖
が
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
泥
で
汚
れ

る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
、
つ
ま
り
は
、
和
服
の
不
便
を
改
善
す
る
た
め
の
も
の
と

し
て
、
割
烹
着
は
広
ま
っ
た
の
で
す
（3

7
）
。
何
な
ら
、
下
に
何
を
着
て
い
て
も
、
割
烹

着
を
上
に
着
れ
ば
ご
ま
か
せ
る
、
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
し
た
（3
8

）
。 

戦
時
期
と
は
い
え
、
お
上
が
奨
励
し
た
ダ
サ
い
服
装
は
、
女
性
の
間
で
は
広
ま
ら

な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
（3

9

）
。
割
烹
着
は
、
便
利
で
中
々
良
い

衣
装
だ
っ
た
の
で
す
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
二
月
十
六
日
付
け
「
庶
乙
第
三

六
〇
号
」
は
、
そ
ん
な
割
烹
着
の
販
売
通
知
で
す
【
写
真
９
】
。 

 

『
長
溝
』 

庶
乙
第
三
六
〇
号 

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
六
日 

 
 
 
 
 

西
浅
羽
村 

各

字

總

代

殿 

 

前
略
左
記
ニ
依
リ
割
烹
着
販
売
致
ス
事
ト
相
成
候
間
、
貴
字
内
割
当
数
ニ
該
当

ス
ル
人
数
御
取
纏
ノ
上
、
現
金
御
持
参
ニ
テ
御
出
頭
方
御
配
慮
相
成
度
、
此
段

御
依
頼
申
上
候
。 

記 

一
、
割
当
数 

十
四 

一
、
日
時 

場
所 

十
二
月
二
十
日
午
前
九
時
ヨ
リ

〃
十
一
時
迄 

 

役
場
内 

一
、
割
烹
着
価
格 

一
円
四
十
■
三
銭 

及 

一
円
五
十
銭
（4

0

） 

  

西
浅
羽
村
に
十
四
の
割
烹
着
が
販
売
用
に
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
割
り
当
て
の

数
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
人
数
分
買
う
人
を
と
り
ま
と
め
て
、
現
金
自
参
で
役
場
に

行
く
よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
内
容
で
す
。 

 

五 

モ
ン
ペ 

  

割
烹
着
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
時
期
に
広
ま
っ
た
衣
装
に
「
モ
ン
ペ
」
が
あ
り
ま
す
。

表
記
は
色
々
で
す
が
、
本
書
の
地
の
文
で
は
「
モ
ン
ペ
」
と
し
ま
す
。
史
料
を
見
た
感

じ
だ
と
、
当
時
は
「
モ
ン
ペ
ー
」「
モ
ン
ペ
イ
」
と
、
伸
ば
し
て
発
音
し
て
い
た
よ
う

で
す
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
七
日
付
け
「
西
出
第
三
号 

藁
工
品
増
産
ニ
関

ス
ル
件
」
は
、
藁
製
品
を
一
定
数
以
上
供
出
し
た
人
に
特
配
品
を
配
る
こ
と
で
、
生

産
意
欲
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
記
事
で
す
【
写
真
10
】。 

（
罫
外
鉛
筆
書
） 

（
一
九
四
〇
） 

〔×

銭
〕 

【写真９】「庶乙第三六〇号」 

（本書 99 号） 
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西
出
第
三
号 

昭
和
二
十
年
二
月
七
日 

 
 
 
 

西
浅
羽
食
糧
検
査
□
（
印
） 

各
推
進
員
殿 

藁
工
品
増
産
ニ
関
ス
ル
件 

標
記
ノ
件
ニ
関
シ
推
進
本
部
ヨ
リ
通
牒
有
レ

之
候
条
、
関
□
生
産
者
ニ
徹
底
セ
シ

メ
増
産
意
欲
ノ
昂
揚
ニ
ツ
ト
メ
ラ
レ
候
。 

記 

一
、
生
産
者
ニ
対
ス
ル
配
布
基
準 

(イ)

自
二

昭
和
二
十
年
一
月
一

至
二

三
月
一

ノ
期
間
ニ
於
テ
左
記
□
ノ
供
出
ヲ

了
シ
タ
ル
生
産
者
ニ
対
シ
、
供
出
先
順
□
弐
点
以
内
ヲ
配
布
ス
ル
モ
ノ

ト
ス
。 

(ロ)

生
産
数
量
基
準 

縄 

六
〇
〇
貫
以
上
（
足
踏
機
）
動
力
機
ハ
九
［ 

莚 

五
〇
〇
枚
以
上
（
足
踏
機
） 

(ハ)

特
配
品 

股
引
、
モ
ン
ペ
ー
（4

1

） 

  

史
料
下
部
が
綴
り
に
綴
じ
ら
れ
て
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、「
左
記
□
ノ

供
出
ヲ
了
シ
タ
ル
生
産
者
ニ
対
シ
、
供
出
先
順
□
弐
点
以
内
ヲ
配
布
ス
ル
」
と
あ
っ

て
、
縄
六
〇
〇
貫
以
上
、
ま
た
は
（
多
分
「
ま
た
は
」
で
接
続
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
）
莚
五
〇
〇
枚
以
上
な
ど
（
他
の
品
目
は
綴
ら
れ
て
判
読
不
能
）
を
供
出
し
た
人

に
は
、
一
定
点
数
分
（
点
数
は
綴
ら
れ
て
判
読
不
能
）
以
内
の
も
の
を
配
付
、
具
体
的

に
は
「
股
引
、
モ
ン
ペ
ー
」
を
配
付
す
る
、
と
の
こ
と
で
す
。 

「
増
産
意
欲
ノ
昂
揚
」
に
効
果
的
な
特
配
品
と
し
て
、
股
引
と
モ
ン
ペ
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

モ
ン
ペ
は
、
も
と
は
東
北
の
農
村
で
用
い
ら
れ
て
い
た
、
男
女
共
用
の
作
業
着
で
、

左
右
の
布
を
縫
い
合

わ
せ
て
、
股
の
部
分

に
マ
チ
を
つ
け
、
ウ

エ
ス
ト
の
部
分
を
紐

で
く
く
り
、
裾
を
し

ぼ
っ
た
袴
で
す
。
着

物
の
裾
を
中
に
し
ま

い
込
ん
で
着
ま
す
。

二
股
に
分
か
れ
た
袴

形
な
の
で
、
活
動
し

や
す
い
と
い
う
特
長

が
あ
り
ま
す
。 

は
じ
め
、
野
暮
っ

た
い
と
し
て
、
モ
ン

ペ
の
評
判
は
芳
し
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、

改
良
モ
ン
ペ
イ
の
登

場
で
モ
ン
ペ
は
普
及

し
は
じ
め
（
や
は
り
デ
ザ
イ
ン
は
大
切
で
す
）（4

2

）
、
本
土
空
襲
の
後
は
「
防
空
服
」

と
し
て
、
女
性
の
場
合
に
、
モ
ン
ペ
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
一
気
に

拡
大
し
ま
し
た
（4

3

）
。 

こ
の
他
、
戦
時
期
に
は
防
空
頭
巾
と
い
う
ア
イ
テ
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
十
月
六
日
付
け
「
防
空
頭
巾
供
出
方
依
頼
ノ
件
」
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。 

 

昭
和
二
十
年
十
月
六
日 

磐
田
郡
西
浅
羽
村
長
藤
原
操
平
（
印
） 

（
一
九
四
五
） 

（
一
九
四
五
） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
／
羽
村
長
印
」） 

【写真 10】「西出第三号 藁工品増産ニ関スル件」（本書 283 号） 
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各
部
落
会
長
殿 

防
空
頭
巾
供
出
方
依
頼
ノ
件 

今
般
政
府
ニ
於
テ
ハ
冬
ヲ
目
前
ニ
ヒ
カ
ヘ
戦
災
者
越
冬
対
策
ノ
急
務
ノ
一
助
ト

シ
テ
、
終
戦
ニ
ヨ
リ
不
用
ト
ナ
リ
タ
ル
防
空
頭
巾
ノ
供
出
運
動
ヲ
実
施
致
シ
、

布
団
ニ
加
工
ナ
シ
罹
災
者
ノ
援
護
ニ
当
ル
事
ト
相
成
候
旨
通
牒
有
レ

之
候
条
、
貴

部
落
内
各
位
ノ
御
同
情
ニ
依
リ

多
数
供
出
相
成
度
、
此
段
及
二

依
頼
一

候
也
。 

追
而
左
記
ニ
依
リ
供
出
願
度
申
添
。 

記 

一
、
供
出 

１
、
一
世
帯
一
点
以
上
無
償
供
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。 

２
、
供
出
ハ
強
制
ニ
亘
ラ
ザ
ル
様
留
意
ス
ベ
キ
モ
、
非
罹
災
家
庭
ヨ
リ
ノ
供
出

ハ
極
力
勧
奨
ス
ル
コ
ト
。 

二
、
回
収
日
及
回
収
場
所 

供
出
日 

昭
和
二
十
年
十
月
十
日
マ
デ 

回
収
場
所
西
浅
羽
村
役
場 

 

備
考 部

落
ニ
於
テ
ノ
回
収
頭
巾
ハ
取
マ
ト
メ
ノ
上
当
役
場
ニ
右
回
収
日
迄
ニ
御
持

参
相
成
度
。（4

4

） 

  

防
空
頭
巾
は
、
静
岡
県
で
は
「
防
災
頭
巾
」
と
し
て
今
も
残
っ
て―

―

私
が
小
学

生
の
頃
は
あ
り
ま
し
た
。
令
和
七
年
現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う
か―

―

い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
防
空
頭
巾
は
布
製
で
燃
え
や
す
い
の
で
、
空
襲
に
は
そ
れ
ほ
ど

効
果
が
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
（4

5

）
。 

 

右
の
史
料
は
、
冬
を
目
前
に
ひ
か
え
、
戦
災
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
家
を
失
う
な

ど
し
た
人
た
ち
の
た
め
に
、
終
戦
に
よ
っ
て
不
用
と
な
っ
た
防
空
頭
巾
を
供
出
す
る

よ
う
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
【
写
真
11
】
。 

 

お
そ
ら
く
、
防
空
頭
巾
を
解
体
し
て
、
布
団
な
ど
に
縫
い
直
し
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
取
り
急
ぎ
集
め
ら
れ
る
布
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
後
お
そ
ら
く
使
用
し
な
い

で
あ
ろ
う
防
空
頭
巾
が
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

衣
食
住
は
生
活
に
密
着
す
る
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
時
代
背
景
を
如
実
に
反
映
し

ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
特
に
「
衣
」、
布
の
歴
史
資
料
を
多
く
紹
介
し
、
戦
争
が

身
の
ま
わ
り
の
も
の
に
入
り
込
む
様
子
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
項
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
中
国
の
広
霊
県
維
新
村
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

地
域
性
に
よ
る
の
か
、
刺
繍
が
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
の
か
な
、
と
い
う
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
「
松
尾
医
官
」
の
項
と
、
口
絵
で
紹

介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
け
れ
ば
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

                

（
一
九
四
五
） 

【写真 11】「防空頭巾供出方依頼ノ件」 

（本書 308 号） 
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（1

） 

乾
淑
子
『
着
物
に
な
っ
た
〈
戦
争
〉 

時
代
が
求
め
た
戦
争
柄
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
二
三
年
）
一―

七
七
頁
。
概
要
は
、
参
照
ペ
ー
ジ
の
冒
頭
部
と
末
尾
の

あ
た
り
を
読
め
ば
お
お
よ
そ
把
握
で
き
る
と
思
う
が
、
七
十
七
ペ
ー
ジ
か
け
て
紹

介
し
て
い
る
事
例
は
、
教
養
と
粋
を
共
通
の
前
提
条
件
と
し
た
人
々
の
全
人
格
的

な
付
き
合
い
と
、
そ
う
し
た
場
に
お
け
る
着
物
な
ど
が
果
た
し
た
役
割
を
見
事
に

描
い
て
い
る
。 

（2

） 

乾
淑
子
『
着
物
に
な
っ
た
〈
戦
争
〉 

時
代
が
求
め
た
戦
争
柄
』（
前
掲
注
１

参
照
）
八
一
頁
な
ど
。 

（3

） 

乾
淑
子
『
着
物
に
な
っ
た
〈
戦
争
〉 

時
代
が
求
め
た
戦
争
柄
』（
前
掲
注
１

参
照
）
八
三
頁
。 

（4

） 

乾
淑
子
『
着
物
に
な
っ
た
〈
戦
争
〉 

時
代
が
求
め
た
戦
争
柄
』（
前
掲
注
１

参
照
）
一
四
八
頁
。 

（5

） 

田
中
陽
子
「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
時
下
に
お
け
る
被
服
統

制
と
供
給
事
情
」
（
『
日
本
家
庭
科
教
育
学
会
誌
』
第
五
二
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
九

年
）
二
〇
四
頁
。 

（6

） 

田
中
陽
子
「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
時
下
に
お
け
る
被
服
統

制
と
供
給
事
情
」
（
前
掲
注
５
参
照
）
二
〇
四
頁
。 

（7

） 

田
中
陽
子
「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
時
下
に
お
け
る
被
服
統

制
と
供
給
事
情
」
（
前
掲
注
５
参
照
）
二
〇
四
頁
。 

（8

） 

田
中
陽
子
「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
時
下
に
お
け
る
被
服
統

制
と
供
給
事
情
」
（
前
掲
注
５
参
照
）
二
〇
五
頁
。 

（9

） 

田
中
陽
子
「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
時
下
に
お
け
る
被
服
統

制
と
供
給
事
情
」
（
前
掲
注
５
参
照
）
二
〇
七
頁
。 

（1
0

） 

田
中
陽
子
「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
時
下
に
お
け
る
被
服

統
制
と
供
給
事
情
」
（
前
掲
注
５
参
照
）
二
〇
八
頁
。 

（1
1

） 

田
中
陽
子
「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
時
下
に
お
け
る
被
服

統
制
と
供
給
事
情
」
（
前
掲
注
５
参
照
）
二
〇
八―

二
〇
九
頁
。 

（1
2

） 

田
中
陽
子
「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
時
下
に
お
け
る
被
服

統
制
と
供
給
事
情
」
（
前
掲
注
５
参
照
）
二
〇
九
頁
。 

（1
3

） 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
〔
昭
和
拾
八
年
度 

衣
料
切
符
（
乙
）〕（
丸
野
勝

太
郎
家
文
書
近
代
一
三
）。
本
書
二
二
七
号
裏
面
。 

（1
4

） 

（
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四
二
〉
五
月
頃
）
「
御
通
知
ノ
件
」（『
昭
和
十
七
年
度 

昭
和
十
七
年
前
半
期
参
考
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

二
の
内
）。
本
書

一
八
九
号
。 

（1
5

） 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）〔
千
人
針
腹
巻
墨
書
〕（
二
〇
一
三
年
七
月
金
原

勤
氏
寄
贈
史
料
）
。
本
書
六
七
号
。 

（1
6

） 

大
江
志
乃
夫
「 

“
徴
兵
よ
け
”
の
神
か
ら
千
人
針
ま
で
」（『
季
刊
科
学
と
思

想
』
三
九
、
一
九
八
一
年
）
五
三
〇
頁
。 

（1
7

） 

大
江
志
乃
夫
「 

“
徴
兵
よ
け
”
の
神
か
ら
千
人
針
ま
で
」（
前
掲
注
16
参

照
）
五
三
〇
頁
。 

（1
8

） 

大
江
志
乃
夫
「 

“
徴
兵
よ
け
”
の
神
か
ら
千
人
針
ま
で
」（
前
掲
注
16
参

照
）
五
三
〇
頁
。 

（1
9

） 

岩
崎
茜
・
上
田
真
紀
「
千
人
針
の
形
状
的
特
徴
と
制
作
方
法―

郷
土
資
料
館

所
蔵
資
料
を
中
心
に―

」（『
生
活
と
文
化
：
研
究
紀
要
』
二
五
、
二
〇
一
五
年
）

六
五
頁
。 

（2
0

） 

岩
崎
茜
・
上
田
真
紀
「
千
人
針
の
形
状
的
特
徴
と
制
作
方
法―

郷
土
資
料
館

所
蔵
資
料
を
中
心
に―

」（
前
掲
注
19
参
照
）
六
五
頁
。 

（2
1

） 

岩
崎
茜
・
上
田
真
紀
「
千
人
針
の
形
状
的
特
徴
と
制
作
方
法―

郷
土
資
料
館

所
蔵
資
料
を
中
心
に―

」（
前
掲
注
19
参
照
）
六
五
頁
。 

（2
2

） 

大
江
志
乃
夫
「 

“
徴
兵
よ
け
”
の
神
か
ら
千
人
針
ま
で
」（
前
掲
注
16
参

照
）
五
三
〇
頁
。 

（2
3

） 

渡
邉
一
弘
「
千
人
針
研
究
に
向
け
て
の
整
理
」（『
昭
和
の
く
ら
し
研
究
』

六
、
二
〇
〇
八
年
）
五
九―

六
一
頁
。
ま
た
、
渡
辺
一
弘
「
戦
争
の
民
具
～
千
人

結
か
ら
千
人
針
へ
～
」（『
民
具
研
究
』
一
四
〇
、
二
〇
〇
九
年
）
は
「
千
人
針
研

究
に
向
け
て
の
整
理
」
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
史
料
を
引
き
つ
つ
論
じ
た
も
の
。 

（2
4

） 

大
江
志
乃
夫
「 

“
徴
兵
よ
け
”
の
神
か
ら
千
人
針
ま
で
」（
前
掲
注
16
参

照
）
五
二
四―

五
二
五
頁
。 

（2
5

） 

大
江
志
乃
夫
「 

“
徴
兵
よ
け
”
の
神
か
ら
千
人
針
ま
で
」（
前
掲
注
16
参

照
）
五
二
五
頁
。 

（2
6

） 

大
江
志
乃
夫
「 

“
徴
兵
よ
け
”
の
神
か
ら
千
人
針
ま
で
」（
前
掲
注
16
参

照
）
五
二
六―

五
二
九
頁
。 

（2
7

） 
大
江
志
乃
夫
「 

“
徴
兵
よ
け
”
の
神
か
ら
千
人
針
ま
で
」（
前
掲
注
16
参

照
）
五
三
〇
頁
。 

（2
8

） 

渡
邉
一
弘
「
千
人
針
研
究
に
向
け
て
の
整
理
」（
前
掲
注
23
参
照
）
六
一
頁
、

六
六
頁
。
「
千
人
力
」「
千
人
忠
」「
千
人
大
」
は
ど
れ
も
男
性
が
「
力
」「
忠
」

「
大
」
の
字
を
書
く
も
の
（
六
六
頁
）。 
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（2
9

） 

大
串
潤
児
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

「
銃
後
」
の
民
衆
経
験 

地
域
に
お
け

る
翼
賛
運
動
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
一
〇
九
頁
。 

（3
0

） 
大
串
潤
児
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

「
銃
後
」
の
民
衆
経
験 

地
域
に
お
け

る
翼
賛
運
動
』（
前
掲
注
29
参
照
）
一
一
五
頁
。 

（3
1

） 

西
村
明
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
日
本
の
宗
教
研
究
」（『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）
七
一―

七
二
頁
。 

（3
2

） 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
十
五
日
付
け
「
静
聯
第
四
〇
三
号 

応
召

入
退
営
並
ニ
部
隊
ノ
派
遣
帰
還
等
ニ
際
シ
迎
送
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
袋
井
町
近

代
役
場
文
書
②
一
〇
八
五
）
。
本
書
一
三
二
号
。
ま
た
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四

一
）
七
月
二
十
一
日
付
け
「
兵
秘
第
十
号 

時
局
ニ
伴
フ
防
諜
措
置
ニ
関
ス
ル

件
」（
本
書
一
三
五
号
）、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
〔
防
諜
措
置
関
係
書

類
綴
〕（
本
書
一
四
〇
号
第
二
文
書
・
第
三
文
書
）
も
同
文
を
引
い
て
い
る
。 

（3
3

） 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
十
六
日
「
生
活
新
体
制
実
践
要
項
」（
丸
野

勝
太
郎
家
文
書
近
代
一
一
）
。
本
書
一
一
一
号
。 

（3
4

） 

大
串
潤
児
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

「
銃
後
」
の
民
衆
経
験 

地
域
に
お
け

る
翼
賛
運
動
』（
前
掲
注
29
参
照
）
三
二―

三
三
頁
。 

（3
5

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国
防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」
（
『
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
』
一
四
、
二
〇
〇
四

年
）
一
一
五
頁
。 

（3
6

） 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国
防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」
（
前
掲
注
35
参
照
）
一
一
七
頁
。 

（3
7

） 

平
芳
裕
子
『
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
一
五
〇
年 

明
治
か
ら
現
代
ま
で
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
二
四
年
）
一
二
八
頁
。 

（3
8

） 

平
芳
裕
子
『
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
一
五
〇
年 

明
治
か
ら
現
代
ま
で
』（
前
掲

注
37
参
照
）
一
四
四
頁
。 

（3
9

） 

平
芳
裕
子
『
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
一
五
〇
年 

明
治
か
ら
現
代
ま
で
』（
前
掲

注
37
参
照
）
一
四
二
頁
な
ど
。 

（4
0

） 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
二
月
十
六
日
付
け
「
庶
乙
第
三
六
〇
号
」

（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
）
。
本
書
九
九
号
。 

（4
1

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
七
日
付
け
「
西
出
第
三
号 

藁
工
品
増
産

ニ
関
ス
ル
件
」（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝

自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
）
。
本
書
二
八
三
号
。 

（4
2

） 

平
芳
裕
子
『
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
一
五
〇
年 

明
治
か
ら
現
代
ま
で
』（
前
掲

注
37
参
照
）
一
三
〇
頁
、
一
四
二
頁
。 

（4
3

） 

平
芳
裕
子
『
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
一
五
〇
年 

明
治
か
ら
現
代
ま
で
』（
前
掲

注
37
参
照
）
一
三
三
頁
。
ま
た
、
モ
ン
ペ
に
つ
い
て
は
、
尾
﨑
（
井
内
）
智
子

「
農
村
生
活
改
善
に
よ
る
改
良
野
良
着
の
普
及
と
モ
ン
ペ
」（『
東
京
大
学
日
本
史

学
研
究
室
紀
要
』
二
〇
、
二
〇
一
六
年
）、
枝
木
妙
子
「
非
常
服
と
し
て
の
モ
ン

ペ
の
〈
流
行
〉―

―

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
新
聞
や
婦
人
雑
誌
の
記
事
に
着
目
し

て―
―

」（『
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
』
一
九
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
で
も
詳
し
く
検

討
さ
れ
て
い
る
。 

小
原
解
子
・
柾
屋
洋
子
・
岡
澤
あ
や
こ
編
『
戦
争
と
く
ら
し
の
事
典
』（
株
式
会

社
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
〇
八
年
）
で
は
、
結
婚
式
で
も
モ
ン
ペ
が
着
用
さ
れ
た
こ
と

が
、
写
真
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
一
六
三
頁
）。 

（4
4

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
六
日
付
け
「
防
空
頭
巾
供
出
方
依
頼
ノ

件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の

内
）
。
本
書
三
〇
八
号
。 

（4
5

） 

小
原
解
子
・
柾
屋
洋
子
・
岡
澤
あ
や
こ
編
『
戦
争
と
く
ら
し
の
事
典
』（
前
掲

注
43
参
照
）
一
五
四
頁
。 
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